他機関との連携

～事例紹介～

広島県立広島中央特別支援学校

教諭　川口　数巳江
○　特別支援学校のセンター的機能（例）
・小・中学校等の教員への支援機能

・特別支援教育等に関する相談・情報提供

・障害のある幼児児童生徒への指導・支援機能

・福祉，医療，労働などの関係機関等との連絡・調整機能

・小・中学校等の教員に対する研修協力機能

・障害のある幼児児童生徒への施設設備等の情報提供機能

○　本校のセンター的機能
・小・中・高・他の特別支援学校以外との連携
福祉，医療，労働，大学，幼稚園，保育園と本校というように，本校対一機関の連携が多い。
・教育機関との連携

　視覚障害教育連絡協議会を開催
目的：本校「視覚障害教育相談支援センター」の業務の一環として，弱視特別支援学級担任等，視覚障害教育に関心がある教職員と視覚障害教育に関する情報交換をすすめ，互いの連携を深めるとともに，授業研究を通して専門性の向上を図る。

対象：弱視特別支援学級担任６名，弱視通級指導教室担任１名，教育相談対象児童生徒在籍小・中・高・特別支援学校担任２０名。

内容：授業参観や研究協議，情報交換をしています。

・福祉・医療・教育との連携（例）
目的：入院している児童が退院後，円滑に学校生活を送れるようにするため，関係者と話し合う。

参加者：医師，看護師，ソーシャルワーカー，地域の障害者生活支援センター，児童デイサービス，訪問看護，市役所厚生部生活課，保護者，本校教職員。
福祉・医療・教育との連携の有効性：
医師から直接，病状の説明が聞け，学校生活における配慮事項等を考えることができる。

保護者，福祉関係者，学校関係者が同じ情報を共有できる。

医師は，医療面，福祉関係者は，生活面，学校関係者は，学習面と，それぞれの役割分担ができる。

